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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月12日(2014.8.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶セルを含むメモリ内蔵の画素が行列状に配置された表示装置における各画素を駆動
する駆動回路であって、
　階調データの各ビットに対応し、かつ対応ビットの重みに応じた期間となる複数のサブ
フィールドで１フレーム期間を分割するとともに、期間の相対的に長い１または複数のサ
ブフィールドを、期間の相対的に短いサブフィールドの期間と等しい期間に分割すること
により複数の分割サブフィールドを生成する分割部と、
　互いに隣接する２つの画素に対応する階調データのビット配列が異なっている場合には
、階調を維持した上で、一方の画素に対応する階調データのビット配列に対して、他方の
画素に対応する階調データのビット配列に近づける補正を行う補正部と、
　各サブフィールドおよび各分割サブフィールドに対応するビットに従って画素の液晶セ
ルをオンまたはオフすることで、１フレーム期間中のオン期間またはオフ期間の割合を制
御するオンオフ期間制御部と
　を含む
　駆動回路。
【請求項２】
　前記補正部は、階調を維持した上で、一方の画素に対応する階調データのビット配列を
、他方の画素に対応する階調データのビット配列に近づけた後、依然として双方のビット
配列が異なっている部分がある場合には、階調の高い方の階調データを、階調がより高く
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なるように補正する
　請求項１に記載の駆動回路。
【請求項３】
　前記補正部は、フレームごとに、全画素に対応する階調データに対して、全画素共通の
補正値を加算するとともに、補正値を周期的に変更する
　請求項１または請求項２に記載の駆動回路。
【請求項４】
　液晶セルを含むメモリ内蔵の画素が行列状に配置された表示領域と、
　各画素を駆動する駆動回路と
　を備え、
　前記駆動回路は、
　階調データの各ビットに対応し、かつ対応ビットの重みに応じた期間となる複数のサブ
フィールドで１フレーム期間を分割するとともに、期間の相対的に長い１または複数のサ
ブフィールドを、期間の相対的に短いサブフィールドの期間と等しい期間に分割すること
により複数の分割サブフィールドを生成する分割部と、
　互いに隣接する２つの画素に対応する階調データのビット配列が異なっている場合には
、階調を維持した上で、一方の画素に対応する階調データのビット配列に対して、他方の
画素に対応する階調データのビット配列に近づける補正を行う補正部と、
　各サブフィールドおよび各分割サブフィールドに対応するビットに従って画素の液晶セ
ルをオンまたはオフすることで、１フレーム期間中のオン期間またはオフ期間の割合を制
御するオンオフ期間制御部と
　を有する
　表示装置。
【請求項５】
　液晶セルを含むメモリ内蔵の画素が行列状に配置された表示装置の駆動方法であって、
　階調データの各ビットに対応し、かつ対応ビットの重みに応じた期間となる複数のサブ
フィールドで１フレーム期間を分割するとともに、期間の相対的に長い１または複数のサ
ブフィールドを、期間の相対的に短いサブフィールドの期間と等しい期間に分割すること
により複数の分割サブフィールドを生成する分割ステップと、
　互いに隣接する２つの画素に対応する階調データのビット配列が異なっている場合には
、階調を維持した上で、一方の画素に対応する階調データのビット配列に対して、他方の
画素に対応する階調データのビット配列に近づける補正を行う補正ステップと、
　各サブフィールドおよび各分割サブフィールドに対応するビットに従って画素の液晶セ
ルをオンまたはオフすることで、１フレーム期間中のオン期間またはオフ期間の割合を制
御するオンオフ期間制御ステップと
　を含む
　表示装置の駆動方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　水平駆動回路６０は、信号データ３０Ａの高ビット側のサブフィールドを、信号データ
３０Ａの低ビット側のサブフィールドの期間と同じ期間の分割サブフィールドに分割する
ようになっている（図８のＳ１０２）。水平駆動回路６０は、信号データ３０Ａとして、
５ビットによって３２階調が表現された階調データ（図２２（Ａ）参照）が入力された場
合、例えば、図２２（Ｂ）に示したように、階調データの４ビット目および５ビット目に
対応するサブフィールドＳＦ４，ＳＦ５を、サブフィールドＳＦ４よりも期間の相対的に
短いサブフィールドＳＦ３の期間と等しい期間に分割するようになっている。これにより
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、サブフィールドＳＦ４から、２つの分割サブフィールドＳＦ４－１，ＳＦ４－２が生成
され、サブフィールドＳＦ５から、４つの分割サブフィールドＳＦ５－１，ＳＦ５－２，
ＳＦ５－３，ＳＦ５－４が生成される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　＜２．変形例＞
　[変形例１]
　ところで、上述したように、階調を維持した上で、一方の画素１１に対応する階調デー
タのビット配列に対して、他方の画素１１に対応する階調データのビット配列に近づける
補正がなされた後、依然として位相が異なっている部分が残ることがある。図１８（Ａ）
は、図４（Ｂ）を引き移したものであり、上述の補正後に依然として位相が異なっている
部分を破線で囲んだものである。図１８（Ｂ）は、図７（Ｂ）を引き移したものであり、
上述の補正後に依然として位相が異なっている部分を破線で囲んだものである。図１８（
Ａ），（Ｂ）に示したように、位相が異なっている部分が残留している場合には、その残
留量によっては、視認できる程度に液晶乱れが生じてしまうことがある。その場合には、
必要に応じて、階調の高い方の階調データが、階調がより高くなるように補正される。例
えば、図１８（Ｃ）に示した例では、画素Ｂの方が画素Ａよりも階調が高いので、画素Ｂ
に対応する階調データが、階調がより高くなるように補正される。これにより、液晶乱れ
が低減されるので、高い映像品質を得ることができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図８】

【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１３】

【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１４
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図１４】
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